
 

 

   

 
 
 
 

稲毛区地域福祉計画推進協議会 委員名簿           ※敬称略・50 音順 

No 氏 名 所属団体名等 No 氏 名 所属団体名等 

1 飯 田 子稲毛区民生委員児童委員協議会 16 原 田 正 隆 千葉まちづくりサポートセンター 
2 生 島 郁 子公 募 17 樋 口  勉 稲毛区民生委員児童委員協議会 
3 大 石 千 恵千葉市身体障害者福祉団体連合会 18 星 野  光 公 募 

4 大 藤 敬 美稲毛区町内自治会連絡協議会 19 松 井 利 之 千葉市身体障害者福祉団体連合会 
5 亀 山 繼 男稲毛区民生委員児童委員協議会 20 松 川 智 子 公 募 

6 木 村 秀 二作草部保育園 21 松 原 正 道 公 募 

7 栗 田 喜 久 雄千葉市社会福祉協議会小中台地区部会 22 村 田 幸 子 稲毛区町内自治会連絡協議会 
8 後 藤 育 子千葉市手をつなぐ育成会 23 茂 木 俊 輔 公 募 

9 杉 山  明千葉市ボランティア連絡協議会 24 矢 田 房 子 公 募 
10 鈴 木 金 作千葉市社会福祉協議会草野地区部会 25 山 崎 一 夫 千葉市社会福祉協議会稲丘地区部会 
11 染 谷 香 苗知的障害者通所更生施設 でい・さくさべ 26 山 崎 弘 子 千葉市ボランティア連絡協議会 

12 田 岡  寛稲毛区町内自治会連絡協議会 27 山 田 敏 子 ファミリー･サポート･センター会員 
13 種 池 賀 子稲毛区町内自治会連絡協議会 28 渡 辺 博 司 千葉市社会福祉協議会緑が丘地区部会 

14 田 村 光 子公 募 29 渡 邉 志 げ 子 千葉市社会福祉協議会千草台中学校地区部会 

15 早 瀬 昭 代老人クラブ連合会 委員長：原田 正隆   副委員長：樋口 勉 
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土
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土
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稲毛区地域福祉計画 

推進協議会だより No.３ 

第１・２回稲毛区地域福祉計画推進協議会開催 

稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 

委
員
長 

原
田 

正
隆 

3
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
計
画
が
策
定
さ

れ
て
か
ら
は
1
年
半
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

間
、
区
推
進
協
に
お
い
て
委
員
間
で
の
情
報

交
換
な
ど
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
計
画
の
具

現
化
の
動
き
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。 

 

計
画
の
内
容
は
「
自
助
・
共
助
」
を
中
心

と
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
主
体

性
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
側
面
も
あ
り
ま

す
。
放
っ
て
お
い
て
は
動
き
出
さ
な
い
（
動

き
が
広
が
ら
な
い
）
取
り
組
み
も
計
画
に
は

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
ど
う
動
か

す
か
が
今
後
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
区
推
進
協
で
は
、
こ
う
し
た
点

も
意
識
し
な
が
ら
建
設
的
な
話
し
合
い
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
地
域
福

祉
」
と
聞
い
て
ま
だ
ピ
ン
と
こ
な
い
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
助
け

合
い
・
支
え
合
い
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
き
っ
か
け
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

計
画
作
り
に
参
加
し
た
委
員
の
皆
さ
ん

は
、
自
主
的
な
集
ま
り
を
開
く
な
ど
、
本
当

に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
き
ま
し

た
。
非
常
に
思
い
が
詰
ま
っ
た
こ
の
計
画
が

少
し
ず
つ
で
も
具
現
化
し
て
い
る
と
い
う
実

感
を
す
べ
て
の
委
員
が
、
ま
た
、
す
べ
て
の

市
民
が
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成

19
年

6
月

9
日
（
土
）
、
8
月

25
日
（
土
）
に
稲
毛
区
役
所
講
堂
に
お

い
て
稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協

議
会
（
以
下･･

区
推
進
協
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
区
推
進
協
の
委
員
は
、
地

域
住
民
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
参

加
し
た
継
続
委
員
、
町
内
自
治
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
、
社
協
地
区
部

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
公
募
委

員
等

29
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
１
回
区
推
進
協
で
は
、
ま
ず
、
互

選
に
よ
り
、
委
員
長
に
原
田
委
員
、
副

委
員
長
に
樋
口
委
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
地
域
福
祉
活
動
事
例
集

の
編
集
協
力
者
の
募
集
に
つ
い
て
市
よ

り
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

福
祉
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
申
請
状
況
（
稲

毛
区
で
は
3
件
）
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
報
告
し
、
各
委
員
よ
り
事
業
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
の
参
考
と
な
る
意
見
が

多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

19
年
度

区
推
進
協
の
す
す
め
方
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

第

2
回
区
推
進
協
で
は
、
区
地
域
福

祉
計
画
の
35
の
具
体
的
な
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
（
昨
年
度
実
施
分
の
地

域
福
祉
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が

35
の
具
体

的
な
取
り
組
み
の
何
処
に
合
致
し
て
い

る
か
）
及
び
区
地
域
福
祉
計
画
の
広

報
・
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
原
田
委
員
長
の
進
行

の
も
と
各
委
員
よ
り
積
極
的
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

次
回
、
区
推
進
協
は
来
年

2
月
頃
に

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の

区
推
進
協
は
、
一
般
に
も
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

 

市
及
び
区
地
域
福
祉
計

画
作
り
の
取
り
組
み
が
開

始
さ
れ
て
か
ら
、
早
く
も
約 



（２）    稲毛区地域福祉計画推進協議会だより 
 

あ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．地域に住む人々が、お互いを知り、理解することから始めよう 
２．「気軽に、楽しく、おしゃべりしたり、過ごせたり、活動したり」するみんなの居場所づくり 
３．身近なところで必要な情報を得ることができる仕組みづくり 
４．人と人とのつながりをつくり、活かし、支え合い助け合う地域での連係プレー 

５．緊急時に備えた日頃からの取り組み 

 

基本目標  
みんなで支え合い、安心して暮らせる稲毛をめざして 
－心のバリアフリーから始まる“地域発”の新しい取組み－ 

 
 

  

№ 地区部会名 事 業 名 事 業 内 容 

① 稲 丘 地域住民健康増進事業 
地域住民の健康維持・増進を図ることを目的とし、今年で30周年を迎える地区部会の諸行事に
参加する方々 に対して、「バンブー体操」を中心に家庭でも簡単にできる体操の普及事業 

② 稲 毛 
災害時一人も見逃さない 
ための地図作り 

「安心して暮らせる安全な福祉のまち作り」を目標に、災害時の自らの安全のため、また、地域
住民を守るための共通の情報を共有することを目的とし、災害時対応マップの作成 

 
③ 緑が丘 

歩きたくなる街づくりを 
目指して 

41 地区住民の道路・車・安全等に関する意識調査を実施し、地区内交通量の調査を実施。調査
結果を基に災害時において、皆が安全に避難できる道を確保できるよう、地区内の危険地帯防
災マップの作成 

平成１９年度第１回助成事業が決定し、現在 
各地区において事業を実施しています！ 

平成18年度に千葉市内で実施した地域福祉パイロット事業（63事業）について活動
報告書を作成しました。各地区での事業内容等については、右記までお問い合わ
せください。 
各地区で行なわれた事業を参考にし、地域の福祉推進のために役立てていただけ
れば幸いです。 

千葉市社会福祉協議会 稲毛区事務所 
電話：０４３－２８４－６１６０ 
FAX：０４３－２９０－８３１８ 

5 つの基本方針 

取り組みの方向性 2－(1) 
→お互いを認め合った様々な交流の展開 

 
具体的な取り組み 2－(1)－④ 

→公民館を利用した子どもの活動の充実 

取り組みの方向性 5－(1) 
→いざというときに必要な情報把握 

 
具体的な取り組み 5－(1)－① 

→安心カードの作成と活用 

平成 1 8 年度地域福祉パイロット事業として社協
小中台地区部会とちば子育て応援しよう会の協働で
平成 1 9 年 3 月 1 8 日「子育てミニフォーラム in 小
中台」を小中台公民館にて開催しました。 
 
【内 容】子育てに関する講演会、 
地域の子育て情報コーナー、子育 
て応援スキルアップ講座小学生料 
理教室、「地域の子育てを考える」 
フリートークコーナー等 
【情☆報】現在、園生児童福祉セ 
ンターにおいて第 2・4 金曜日の 
1 0 時～1 2 時に子育てサロンを 
開催しています。 

 平成 1 8 年度地域福祉パイロット事業として社協
山王地区部会が中心となり、民生委員・児童委員、
町内自治会、老人クラブ等と協力し、緊急時に必要
な情報として役立てる安心カード（災害用ID カード）
を作成しました。氏名、住所、緊急時の連絡先、か 
かりつけの病院等必要最低限 
の事項を記入したカードを高 
齢者（6 5 歳以上）に配布し、 
家庭用と外出用に利用してい 
ただいています。また、区推 
進協の委員さんから障害者の 
方々にも配ってはどうだろう 
かとの貴重な意見もいただき、 
今後の課題となりました。 

稲毛区地域福祉計画には、
基本目標とそれを実現する
ための５つの基本方針、1 3
の取り組みの方向性、さらに
3 5 の具体的な取り組みが
示されています。この 3 5 の
取り組みの内容に合致して
いる実践例をいくつかご紹
介させていただきます。 

まち 


